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桜
田
勝
徳
と
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉-
日
本
民
俗
文
化
の
海
洋
的
性
格
形
成
に
つ
い
て
(
一
）

は
じ
め
に
~
海
洋
的
性
格
と
は
~

日
本
民
俗
学
に
お
い
て
漁
村
・
漁
業
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
桜
田
勝
徳

(
明
治
三
十
六
年
~
昭
和
五
十
二
年
)

の
研
究
に
つ
い
て
、
私
は
、
か
つ
て
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

昭
和
九
年
の
第
一
作
『
漁
村
民
俗
誌
』
か
ら
十
七
年
の
第
二
作
『
漁
人
』
に

至
る
過
程
で
、
漁
村
民
俗
研
究
の
視
点
を
地
先
沿
岸
漁
業
の
生
産
機
構
と
村
落

組
織
の
結
び
つ
き
の
あ
り
方
に
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
そ
れ

ま
で
の
民
俗
調
査
研
究
の
動
向
を
ふ
ま
え
た
と
き
、
も
っ
と
も
有
効
で
生
産
的

な
方
法
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
限
定
的
到
達
点
で
あ
り
、

限
界
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
『
漁
人
』
の
成
果
に
裏
打
ち
さ
れ
た
視
点
は
、
昭

和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
自
ら
の
研
究
を
「
漁
業
民
俗
」
・
「
漁
村
民
俗
」

と
標
榜
し
て
方
法
論
的
に
ま
と
め
て
い
く
中
核
と
な
る
と
と
も
に
、
『
漁
人
』
の

限
界
点
を
打
ち
破
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
新
た
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
桜
田
の
漁
村
研
究
を
方
向
づ
け
た
『
漁
人
』
の
序
文
に
お
い
て
、

彼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
が
漂
た
る
東
海
の
帝
国
に
生
を
享
け
乍
ら
、
其
の
多
く
が
海
に
背

野

地

恒

有

谷
本
文
化
選
修
)

を
向
け
て
生
活
を
続
け
て
来
た
こ
と
は
思
え
ば
不
思
議
で
あ
る
。
我
々
の

大
部
分
が
如
何
に
海
に
退
嬰
的
で
あ
り
、
ほ
ん
の
一
部
の
国
民
が
如
何
に

漁
業
や
海
に
進
取
的
で
あ
っ
て
、
海
上
を
閑
歩
し
て
来
た
か
と
云
う
事
を
、

ま
ず
充
分
に
私
共
は
知
っ
て
置
く
べ
き
だ
と
思
う
。

(
中
略
)

漁
業
を
通
じ
て
み
る
と
、
海
に
達
者
な
同
胞
は
残
念
乍
ら
極
く
一
部
に

限
ら
れ
て
い
た
事
が
判
る
が
、
然
し
な
が
ら
ま
た
翻
っ
て
我
々
が
日
常
生

活
を
規
制
す
る
種
々
の
習
慣
に
就
て
観
察
す
る
に
、
塩
や
潮
水
に
よ
る
浄

め
の
如
き
は
極
め
て
広
範
囲
に
行
き
亘
り
、
ま
た
神
送
り
や
祭
の
神
幸
等

の
如
き
海
汀
、
潮
水
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
る
る
慣
習
も
極
め
て
多
く
存

在
し
て
い
る
の
を
知
る
。

即
ち
我
々
が
海
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
生
活
を
続
け
乍
ら
も
、
然
も
海
に
根

差
し
た
行
為
思
考
上
の
様
式
を
少
な
か
ら
ず
保
持
し
て
来
て
い
た
の
で
あ

る
。
い
ね
ば
海
洋
性
と
も
称
す
べ
き
伝
統
が
我
々
民
族
を
深
く
貫
い
て
流

れ
て
来
て
い
る
も
の
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

単
に
過
去
の
遣
唐
使
や
八
幡
船
の
事
績
等
を
掲
げ
て
、
我
々
を
海
洋
民

族
な
り
と
吹
聴
し
て
も
、
事
実
は
あ
ま
り
に
喰
い
違
い
容
易
に
賛
同
し
か

ね
る
所
で
あ
っ
た
が
、
我
々
身
辺
の
禊
ぎ
や
祓
い
等
の
慣
習
に
注
目
し
て

五
七
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み
る
と
、
今
更
の
如
く
神
話
の
潮
の
濃
さ
を
身
辺
に
感
じ
取
る
事
が
出
来

る
と
信
じ
る
。
」

序
文
論
旨
を
示
す
主
要
部
分
の
引
用
で
あ
る
。
補
足
し
て
ま
と
め
る
と
、
日
本

文
化
の
海
洋
的
伝
統
・
性
格
に
つ
い
て
、
遣
唐
使
や
八
幡
船
の
事
績
か
ら
日
本

人
を
海
洋
民
族
と
言
っ
て
も
、
事
実
と
あ
ま
り
に
食
い
違
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
海
洋
的
と
い
う
の
は
単
純
な
話
で
あ
っ
て
、
海
辺

に
あ
る
集
落
を
み
て
も
み
な
漁
村
か
と
い
う
と
、
む
し
ろ
海
辺
の
農
村
と
い
う

性
格
の
集
落
の
方
が
多
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
文
化
と
は
海

に
閉
ざ
さ
れ
た
島
国
と
い
う
考
え
も
根
強
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、

日
本
人
は
海
に
退
嬰
的
で
海
に
背
を
向
け
て
生
活
を
続
け
て
来
た
と
さ
え
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
祭
り
や
祝
い
事
な
ど
に
海
産
物
を

供
物
や
贈
答
品
と
し
て
用
い
た
り
、
浄
め
と
し
て
塩
や
潮
を
用
い
る
民
俗
は
海

辺
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
に
広
範
囲
に
み
ら
れ
る
。
日
本
文
化
に
は
、
こ
の
よ

う
な
「
海
に
根
差
し
た
行
為
思
考
上
の
様
式
」
つ
ま
り
「
海
洋
性
と
も
称
す
べ

き
伝
統
」
が
深
く
貫
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
海
に
退
嬰
的
・
閉
鎖
的
な
伝
統

と
、
海
の
も
の
を
不
可
欠
と
す
る
「
海
洋
性
と
も
称
す
べ
き
伝
統
」
と
い
う
相

反
す
る
海
へ
の
態
度
ふ
心
向
か
、
日
本
文
化
に
は
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
と
は
、
プ
ラ
ス
ー
マ
イ
ナ
ス
両
方
向
か
ら
「
海
の

束
縛
」
を
受
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
海
に
対
す
る
正
の
志
向
性
と
負
の
志
向

性
は
、
海
洋
的
性
格
の
両
面
で
あ
り
、
二
つ
の
志
向
性
は
密
接
に
関
連
し
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
れ
が
本
稿
で
い
う
海
洋
的
性
格
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
漁
人
』
で
は
「
身
辺
の
雑
事
と
海
や
潮
と
の
関
係
」
か
ら
「
海

洋
性
と
も
称
す
べ
き
伝
統
」
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
か
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、

母
親
の
喪
に
あ
い
果
た
せ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
『
漁
人
』
で
提
起
さ
れ
な

が
ら
十
分
追
求
で
き
な
か
っ
た
海
洋
的
性
格
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
桜
田
に
と
っ

て
、
そ
れ
以
後
生
涯
問
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
、
漁
業
民
俗
研
究
の
重
要
な
支

五
八

柱
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
海
洋
的
性
格
を
視
点
と
し
て
桜
田
論
の
構
築
を
試
み

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
こ
か
ら
、
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
を
民
俗
学
的
に

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
望
見
し
た
い
。

一
、
渋
沢
敬
三
と
海
洋
的
性
格
の
ボ
ー
リ
ン
グ

論
文
集
『
漁
人
』
に
所
収
さ
れ
た
論
文
の
初
出
年
の
昭
和
十
二
年
か
ら
十
七

年
は
、
桜
田
勝
徳
が
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
研
究
員
で
あ
っ
た
時
期
(
昭

和
十
年
か
ら
十
五
年
)
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
そ
こ
で
、
桜
田
の
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
の
研
究
と
『
漁
人
』
と
の
か
か
わ
り
を
み
る
。

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、
渋
沢
栄
一
の
孫
、
財
界
人
の
渋
沢
敬
三
(
明

治
二
十
九
年
~
昭
和
三
十
八
年
)
が
主
宰
す
る
私
設
研
究
所
で
あ
る
(
昭
和
十

七
年
に
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
改
称
)
。
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(
以
下
、

ア
チ
ッ
ク
と
略
す
)
は
、
民
具
資
料
の
収
集
、
民
俗
調
査
の
実
施
と
民
俗
誌
の

刊
行
、
研
究
者
の
育
成
と
、
民
俗
学
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
な
か
で
も
、
漁

業
史
研
究
は
ア
チ
ッ
ク
の
研
究
活
動
の
重
要
支
柱
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
、
ア

チ
ッ
ク
内
に
漁
業
史
研
究
室
が
開
設
さ
れ
、
社
会
経
済
史
、
民
俗
学
研
究
の
ス

タ
ッ
フ
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
［
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
我
が
国
最
大
最
強

の
漁
業
史
研
究
室
の
創
設
]
だ
っ
た
と
い
う
。

桜
田
が
所
属
し
た
ア
チ
ッ
ク
時
代
前
後
に
、
渋
沢
敬
三
自
身
が
直
接
か
か
わ

り
追
求
し
た
研
究
を
と
り
あ
げ
て
み
て
い
く
。

渋
沢
は
昭
和
六
、
七
年
に
塩
に
関
す
る
質
問
票
を
作
成
し
、
全
国
の
知
人
等

に
配
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
試
み
る
。
そ
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
〔
昭
和
六
年
六
月
-
引
用
者
注
、
以
下
、
〔

〕
内
は
同
じ
〕
越
後
三

面
の
山
中
で
お
婆
さ
ん
が
清
い
湧
き
水
に
薄
汚
い
塩
を
入
れ
て
お
浄
め
に
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用
い
る
の
を
見
て
、
塩
の
奥
に
海
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
ま
た
花
祭
や

中
馬
を
見
に
た
び
た
び
信
州
、
三
河
の
奥
境
へ
入
り
・
・
・
山
の
上
の
一

軒
屋
を
訪
れ
て
、
こ
れ
ら
の
家
が
塩
を
ま
ね
く
が
故
に
中
馬
が
成
立
し
た

と
思
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
動
機
で
塩
に
多
少
関
心
を
持
ち
始
め
、
昭
和

六
年
の
暮
入
院
加
療
中
、
今
か
ら
考
え
る
と
用
意
の
足
ら
ぬ
杜
撰
な
質
問

票
を
作
っ
て
各
方
面
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
意
外
に
多
数
の
回
答
を
得

た
。
」

昭
和
六
年
六
月
、
越
後
三
面
の
山
中
で
、
浄
め
の
塩
の
体
験
を
し
た
渋
沢
は
、

そ
こ
に
「
塩
の
奥
の
海
」
を
感
得
し
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
体
験
に
つ
い
て
、

別
の
と
こ
ろ
で
は
、
「
こ
の
民
俗
の
根
底
に
、
こ
ん
な
山
奥
に
居
り
な
が
ら
、
無

意
識
か
つ
潜
在
的
で
あ
っ
て
も
、
深
く
大
き
く
海
を
悟
っ
て
い
る
な
と
感
じ

入
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
中
の
塩
を
と
お
し
て
「
塩
の
奥
の
海
」
、
「
無
意

識
か
つ
潜
在
的
で
あ
っ
て
も
、
深
く
大
き
く
海
を
悟
っ
て
い
る
」
こ
と
、
つ
ま

り
海
洋
的
性
格
を
感
得
し
、
塩
調
査
に
よ
っ
て
日
本
人
と
海
の
関
係
の
掘
り
起

こ
し
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
ら
れ
た
回
答
は
整
理
、
分
類
さ
れ
て
、
昭
和
十

四
年
に
『
塩
俗
問
答
集
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
渋
沢
は
、
昭
和
十

八
年
に
、
柳
田
国
男
の
古
稀
記
念
論
文
集
で
あ
る
『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に
第

一
輯
』
に
「
塩
~
『
塩
俗
問
答
集
』
を
中
心
と
し
て
~
」
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
日
本
漁
業
史
研
究
上
、
魚
方
言
名
の
集
成
整
理
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
た
渋
沢
は
、
昭
和
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
魚
名
資
料
の
収
集
整
理
を
本
格

的
に
開
始
し
、
十
七
年
三
月
に
、
魚
方
言
名
、
学
名
、
和
学
名
、
漢
字
魚
名
な

ど
魚
名
が
集
成
さ
れ
た
『
日
本
魚
名
集
覧
第
一
部
』
が
完
成
、
十
九
年
す
月
に
、

索
引
編
で
あ
る
『
日
本
魚
名
集
覧
第
二
部
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
八
年

二
月
に
は
、
魚
名
の
整
理
収
集
の
過
程
で
考
察
さ
れ
た
渋
沢
の
論
考
集
で
あ
る

「
魚
名
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
が
『
日
本
魚
名
集
覧
第
三
部
』
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。

こ
の
魚
名
研
究
の
過
程
で
渋
沢
は
『
延
喜
式
』
に
出
て
く
る
魚
名
に
注
目
し
、

昭
和
十
五
年
「
式
内
魚
名
」
に
お
い
て
、
『
延
喜
式
』
に
出
て
い
る
魚
名
、
主
計

式
に
出
て
く
る
魚
名
に
つ
い
て
、
進
貢
地
、
捕
魚
、
水
産
製
造
、
用
途
か
ら
整

理
し
た
。
ま
た
、
十
六
、
十
七
年
に
は
「
式
内
水
産
物
需
給
試
考
」
で
、
『
延
喜

式
』
に
お
け
る
水
産
物
の
需
給
関
係
に
注
目
し
、
鯉
、
鮒
、
鮭
、
鮎
、
阿
米
魚
、

鱒
、
伊
具
比
、
鱸
、
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
の
名
実
、
用
途
、
需

要
、
供
給
で
整
理
し
、
そ
の
ほ
か
に
、
淡
水
魚
採
捕
様
式
、
禁
漁
に
つ
い
て
ま

と
め
た
。
さ
ら
に
、
十
八
年
に
は
「
『
延
喜
式
』
内
水
産
神
饌
に
関
す
る
若
干
考

察
」
で
、
各
祭
祀
関
係
記
事
に
み
ら
れ
る
食
料
神
饌
品
目
の
中
で
水
産
神
饌
品

目
を
整
理
し
、
海
洋
的
要
素
か
ら
な
る
神
饌
品
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

渋
沢
は
、
「
〔
魚
名
の
〕
集
成
整
理
は
我
国
漁
業
史
研
究
上
恰
も
探
鉱
す
る
場

合
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の
如
き
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
、
研
究
と
い
う

行
為
を
探
鉱
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
た
と
え
て
い
る
。
以
上
で
み
て
き
た
渋
沢
の
代

表
的
研
究
で
あ
る
塩
・
魚
名
・
『
延
喜
式
』
研
究
は
、
ま
さ
に
、
日
本
文
化
に
お

け
る
海
洋
的
性
格
の
ボ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

渋
沢
は
、
漁
業
と
海
洋
的
性
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
魚
類

は
衆
庶
の
脳
裏
に
深
く
浸
み
込
ん
で
」
お
り
、
「
我
が
国
民
性
と
漁
業
と
の
間
に

想
像
以
上
の
内
面
的
連
関
」
が
あ
り
、
「
極
め
て
日
本
的
の
も
の
の
一
つ
」
と
な
っ

て
い
る
日
本
文
化
に
み
ら
れ
る
「
海
洋
性
」
か
ら
、
「
日
本
民
族
と
水
産
」
の
関

係
=
漁
業
と
「
日
本
人
の
生
活
と
密
接
不
離
」
の
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
海
(
漁

業
)
と
日
本
人
の
関
係
は
、
「
米
作
民
」
と
し
て
の
日
本
人
と
米
の
関
係
に
匹
敵

す
る
、
文
化
史
上
の
「
因
縁
」
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
を
「
上
手
に
ほ
ど

い
て
或
る
系
統
を
立
て
て
ゆ
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
」
が
、
漁
業
史
研
究
は

こ
れ
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
渋
沢
は
漁
業
研
究
の
中
に
海
洋
的
性
格

を
見
据
え
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
探
鉱
は
日
本
文
化
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
達
す

五
九
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る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

渋
沢
が
、
源
洋
的
性
格
を
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
漁
業
史
研
究
に
も
っ
と
も
重
点

を
お
い
た
時
期
に
、
桜
田
は
ア
チ
ッ
ク
で
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
、
桜
田
勝
徳
の
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
時
代

～
『
漁
人
』
の
背
景
~

昭
和
六
年
一
月
に
柳
田
国
男
の
手
伝
い
と
し
て
従
事
し
て
い
た
『
明
治
大
正

史
世
相
編
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
桜
田
は
父
親
の
赴
任
地
の
福
岡
に
行
き
、
九

州
大
学
国
史
研
究
室
の
研
究
補
助
員
(
無
給
)
に
な
る
。
そ
し
て
、
福
岡
を
中

心
に
調
査
を
開
始
す
る
。
(
そ
の
成
果
は
昭
和
九
年
一
月
『
漁
村
民
俗
誌
』
と
な

有

る
。
)
昭
和
八
年
秋
に
『
花
祭
』
の
著
者
で
あ
る
早
川
孝
太
郎
を
介
し
て
、
桜
田

は
福
岡
に
来
た
渋
沢
敬
三
に
は
じ
め
て
会
う
。
こ
の
出
会
い
が
機
縁
と
な
り
、

恒

桜
田
は
ア
チ
ッ
ク
の
共
同
調
査
に
参
加
し
ヽ
さ
ら
に
、
昭
和
十
年
五
月
に
は
上

地

京
し
、
ア
チ
ッ
ク
の
研
究
員
に
な
る
。
そ
し
て
、
十
五
年
六
月
ま
で
ア
チ
ッ
ク

で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
五
年
間
を
、
桜
田
は
「
短
か
っ
た
に
せ
よ
、

野

い
ろ
ん
な
意
味
で
重
み
の
あ
っ
た
生
涯
の
I
゜
マ
」
と
述
べ
て
い
る
・

「
重
み
の
あ
っ
た
生
涯
の
一
コ
マ
」
と
い
う
ア
チ
ッ
ク
時
代
の
桜
田
の
研
究

に
つ
い
て
、
竹
内
利
美
は
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。
「
従
来
ま
っ
た
く
閑
却

さ
れ
て
き
た
漁
業
・
漁
村
の
研
究
を
、
新
し
い
視
点
か
ら
推
進
さ
せ
よ
う
と
企

図
さ
れ
て
い
た
」
ア
チ
ッ
ク
に
「
う
っ
て
つ
け
の
転
身
の
場
」
を
得
た
桜
田
は
、

漁
業
・
漁
村
研
究
に
新
し
い
研
究
志
向
を
示
し
、
「
信
仰
伝
承
や
言
語
伝
承
に
い

さ
さ
か
偏
り
す
ぎ
て
い
た
当
時
の
民
俗
研
究
の
傾
向
を
脱
し
て
、
民
俗
事
象
の

基
底
に
あ
る
生
産
技
術
・
労
働
組
織
、
ひ
い
て
は
こ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
る
漁
民

社
会
の
構
造
等
の
解
明
に
、
研
究
の
視
点
が
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
」
と
。
ま
た
、

最
上
孝
敬
は
、
桜
田
の
研
究
の
特
色
と
し
て
、
技
術
・
社
会
面
の
研
究
、
文
書

記
録
の
探
求
な
ど
を
あ
げ
、
そ
れ
を
「
渋
沢
傘
下
の
グ
ル
ー
プ
」
に
深
く
関
係

六
〇

し
た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

ア
チ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
特
色
あ
る
共
同
調
査
と
し
て
、
島
々
を
船
で
移
動
し

な
が
ら
ラ
ピ
ッ
ド
サ
ー
ベ
イ
を
す
る
巡
航
調
査
と
、
民
俗
・
民
具
・
経
済
史
な

ど
異
な
る
分
野
を
担
当
す
る
研
究
員
が
同
一
地
域
を
対
象
と
し
て
行
う
調
査
が

あ
げ
ら
れ
る
。
桜
田
は
、
巡
航
調
査
に
は
、
奄
美
十
島
、
朝
鮮
多
島
源
、
瀬
戸

内
源
の
調
査
に
参
加
し
、
地
域
調
査
で
は
、
山
口
和
雄
、
伊
豆
川
浅
吉
(
社
会

経
済
史
)
、
宮
本
馨
太
郎
(
民
具
)
、
宮
本
常
一

(
民
俗
・
民
具
)
な
ど
と
隠
岐
、

四
国
土
佐
、
三
重
県
志
摩
、
伊
豆
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
渋
沢
敬
三
は

「
旅
行
に
出
か
け
る
と
き
、
目
的
に
よ
っ
て
民
俗
と
経
済
史
の
人
た
ち
を
分
け

へ
だ
て
を
せ
ず
、
い
ず
れ
も
が
同
じ
研
究
基
盤
を
も
っ
べ
き
だ
と
し
て
、
同
行

さ
せ
て
」
い
た
と
い
い
、
「
渋
沢
の
も
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
り
か
か
わ

り
、
ア
チ
ッ
ク
の
学
風
が
形
成
さ
れ
て
」
い
っ
た
と
い
う
。
ア
チ
ッ
ク
の
中
で

「
桜
田
の
位
置
は
ち
ょ
う
ど
フ
リ
ー
の
よ
う
な
立
場
で
、
漁
業
史
に
も
か
か
わ

り
ヽ
民
具
研
究
会
に
も
顔
を
出
し
、
独
自
の
仕
事
を
受
持
っ
た
」
と
い
う
。
ア

チ
ッ
ク
の
学
風
」
の
な
か
で
、
桜
田
は
、
民
具
研
究
や
社
会
経
済
史
的
視
点
に

影
響
を
受
け
な
が
ら
「
独
自
の
仕
事
」
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
桜
田
は
ア
チ
ッ
ク
で
、
社
会
経
済
史
料
や
漁
村
文
書
の
整
理
編
纂
を

行
っ
た
り
、
渋
沢
が
行
っ
た
塩
の
ア
ン
ヶ
-
ト
調
査
の
回
答
を
整
理
し
『
塩
俗

問
答
集
』
の
編
集
や
、
巡
航
調
査
報
告
書
の
編
集
を
担
当
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

魚
名
の
集
成
整
理
に
も
か
か
わ
っ
た
。

の
ち
に
、
桜
田
は
、
塩
俗
調
査
の
整
理
編
集
の
過
程
で
、
従
来
「
日
本
の
万

人
が
日
常
必
須
の
塩
を
ど
う
扱
い
、
ど
う
う
け
と
っ
て
き
た
か
と
い
う
、
塩
の

使
用
方
面
の
資
料
は
か
つ
て
甚
だ
と
ぼ
し
か
っ
た
こ
と
」
、
そ
し
て
「
そ
れ
は
柳

田
先
生
を
中
心
と
す
る
大
き
な
民
俗
調
査
の
網
の
目
に
は
、
殆
ど
か
か
っ
て
い

な
か
っ
た
事
」
を
痛
感
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
渋
沢
の
魚
名
及
び
『
延

喜
式
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
「
〔
渋
沢
〕
先
生
の
延
喜
式
研
究
は
、
源
に
と
り
囲
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ま
れ
た
魚
食
民
族
と
い
っ
て
も
よ
い
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
、
歴
史
を
考
え
る
上

に
、
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
な
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

海
洋
的
性
格
に
か
か
わ
る
海
の
信
仰
に
つ
い
て
、
桜
田
は
、
昭
和
九
年
に
刊

行
さ
れ
た
『
漁
村
民
俗
誌
』
に
お
い
て
、
す
で
に
事
例
報
告
し
て
い
る
。
し
か

し
、
『
漁
人
』
の
序
文
に
お
い
て
日
本
文
化
の
「
海
洋
性
と
称
す
べ
き
伝
統
」
を

民
俗
学
の
課
題
と
し
て
表
出
、
登
録
し
た
こ
と
に
は
、
ア
チ
ッ
ク
に
お
い
て
塩

俗
や
魚
名
研
究
と
い
う
海
洋
的
性
格
の
ボ
ー
リ
ン
グ
作
業
に
密
接
に
か
か
わ
っ

て
い
た
こ
と
や
、
渋
沢
の
『
延
喜
式
』
研
究
や
そ
の
漁
業
研
究
観
が
影
響
し
て

い
る
と
い
え
る
。

附
記
~
『
漁
人
』
序
文
と
「
海
洋
思
想
」
の
系
譜
~

『
漁
人
』
が
出
版
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
当
時
、
戦
時
体
制
に
あ
っ
た
日
本
で

は
、
海
外
侵
出
の
正
当
化
と
高
揚
の
た
め
に
、
日
本
の
海
洋
的
性
格
が
強
調
さ

れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
一
七
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
民
族
と
海

洋
思
想
』
(
日
本
文
化
中
央
聯
盟
編
、
昭
和
十
七
年
一
月
、
刀
江
書
院
)
の
序
文

を
例
に
と
る
と
、

「
我
が
国
は
悠
久
幾
千
年
、
海
に
よ
っ
て
絶
え
ず
発
展
し
続
け
て
き

た
。
…
現
に
今
直
面
せ
る
内
外
の
諸
情
勢
も
ま
た
、
我
が
国
民
が
断
固

万
里
の
波
濤
を
衝
い
て
、
海
洋
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
打
開
し

得
る
の
で
あ
る
。
古
来
海
を
制
す
る
も
の
は
世
界
を
制
す
る
と
い
わ
れ

る
。
・
・
・
皇
国
が
肇
国
以
来
の
八
紘
一
宇
の
精
神
に
則
り
、
世
界
に
新
秩

序
を
嗇
せ
ん
が
為
に
は
、
ま
ず
意
を
海
洋
に
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

こ
う
し
た
海
国
海
洋
国
家
・
日
本
と
い
う
と
ら
え
方
に
は
、
日
本
の
近
代
化
に

と
も
な
う
国
益
・
国
防
と
「
海
洋
思
想
」
の
形
成
・
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
海
洋
思
想
」
の
系
譜
と
は
別
の
、
「
海
洋
」
の

日
本
文
化
論
を
桜
田
は
'
漁
人
』
の
序
文
で
提
起
し
た
も
の
と
思
弓
・

三
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
と
海
洋
的
性
格
の
形
成

桜
田
が
『
漁
人
』
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た
海
洋
的
性
格
の
問
題
が
、
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
に
追
求
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
漁
業
民
俗
研
究
の
中
で
い
か
に
追

求
し
た
か
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

(
一
)
「
漁
民
と
神
幸
」
に
つ
い
て

『
漁
人
』
所
収
の
な
か
で
海
洋
的
性
格
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
第
三
篇

海
辺
習
俗
の
「
海
村
の
神
幸
路
」
(
『
民
間
伝
承
』
六
巻
四
号
、
昭
和
十
六
年
一

月
)
が
あ
る
。
海
村
に
お
い
て
御
輿
渡
御
の
ル
ー
ト
(
神
幸
路
)
が
神
体
の
漂

着
地
点
に
か
か
お
る
こ
と
を
報
告
し
た
が
、
こ
の
「
神
幸
と
海
汀
の
関
係
」
に

関
す
る
問
題
は
「
拙
書
〔
『
漁
人
』
〕
刊
行
に
際
し
て
是
非
共
多
少
考
え
て
み
た

い
と
予
定
し
て
い
た
が
、
母
の
喪
に
あ
う
て
今
は
成
し
難
い
故
、
何
れ
稿
を
改

め
る
」
と
あ
る
。
序
文
に
お
い
て
も
、
海
洋
的
性
格
に
つ
い
て
新
た
に
稿
を
起

こ
し
て
記
し
た
か
っ
た
が
「
昨
秋
母
の
喪
に
遭
っ
て
し
ま
い
全
く
挫
折
」
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
漁
人
』
に
お
い
て
企

図
さ
れ
た
海
洋
的
性
格
の
問
題
は
、
「
海
村
の
神
幸
路
」
に
み
る
「
神
幸
と
海
汀

の
関
係
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題

は
、
昭
和
十
七
年
七
月
に
新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町
小
泊
の
漁
民
の
祭
礼
参
加

の
事
例
報
告
で
あ
る
「
漁
民
と
神
幸
」
(
『
民
間
伝
承
』
八
巻
三
号
)
を
経
て
、

二
十
二
年
に
柳
田
国
男
の
古
稀
記
念
論
文
集
で
あ
る
『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に

第
五
輯
』
に
お
い
て
改
め
て
「
漁
民
と
神
幸
」
と
題
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

「
漁
民
と
神
幸
」
で
は
、
神
祭
と
漁
業
者
の
特
別
な
関
係
に
つ
い
て
、
「
海
の

も
の
を
必
ず
神
饌
に
用
い
る
と
い
う
国
風
と
も
い
う
べ
き
慣
習
」
つ
ま
り
海
産

物
神
饌
の
供
進
が
特
定
漁
村
・
漁
業
者
に
限
ら
れ
て
い
る
事
例
と
、
祭
礼
神
祭

に
お
い
て
特
定
の
漁
民
が
特
殊
な
役
割
を
演
ず
る
事
例
及
び
、
そ
の
役
割
が
与

l.

ノ｀ゝ

一
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え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
由
来
を
整
理
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
混
。

神
供
の
魚
が
漁
村
か
ら
供
進
さ
れ
る
例
や
祭
礼
の
海
上
渡
御
な
ど
の
事
例
は

多
く
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
特
定
の
海
産
物
神
饌
と
特
定
の
漁
村
・
漁
民
の
関
係

や
、
祭
礼
と
特
別
な
役
割
を
果
た
す
特
定
の
漁
村
・
漁
民
の
関
係
に
注
意
し
て

調
査
報
告
さ
れ
た
事
例
は
従
来
少
な
く
、
桜
田
は
こ
の
視
点
を
提
起
し
て
事
例

を
整
理
し
、
そ
の
重
要
性
を
喚
起
し
た
。

そ
し
て
、
「
漁
民
と
神
幸
」
の
結
び
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
事
例
を
あ
げ
て
考

察
を
加
え
て
来
た
流
れ
と
は
、
や
や
唐
突
な
感
じ
で
、
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
漁
人
海
人
の
海
上
移
住
に
伴
う
彼
等
の
信
仰
の
伝
播
は
、
古
い
昔
よ
り

非
常
に
根
深
く
我
が
国
土
に
浸
透
し
て
い
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
が
、
彼
等
の

海
上
移
住
は
近
世
ま
で
繰
り
返
し
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推
察
せ
ら
れ
、
そ

の
間
一
般
民
間
神
事
の
上
に
も
彼
等
の
作
用
せ
る
所
が
少
な
く
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
推
察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
そ
の
作
用
の
契
機
た
り
得
た
大
き

な
一
つ
は
、
彼
等
の
神
供
の
魚
の
供
給
力
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か

」

こ
こ
で
望
見
さ
れ
た
神
祭
り
に
特
別
な
役
割
を
果
た
す
特
定
漁
民
の
存
在
か

ら
出
さ
れ
る
神
供
供
給
者
と
し
て
の
漁
民
の
と
ら
え
方
は
日
本
民
俗
文
化
に
お

け
る
、
経
済
活
動
だ
け
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
漁
民
・
漁
村
の
位
置
づ
け
に
重

要
課
題
で
あ
り
、
漁
業
民
俗
に
お
け
る
海
洋
的
性
格
研
究
の
重
要
な
方
向
で
あ

し
か
し
、
海
の
信
仰
や
海
洋
的
性
格
は
、
一
方
的
に
漁
人
海
人
の
神
供
の
魚

の
供
給
力
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
漁
人
海
人
の
海
上
移
住
と
と
も
に
彼

ら
の
「
神
供
の
魚
の
供
給
力
」
が
契
機
と
な
っ
て
漁
人
海
人
の
信
仰
が
一
般
神

事
に
作
用
し
て
、
海
の
信
仰
・
海
洋
的
性
格
が
日
本
国
土
に
浸
透
し
て
い
っ
た

I
と
い
う
、
そ
の
「
わ
が
民
族
文
化
に
、
海
洋
的
な
要
素
を
深
く
に
じ
み
込

六
二

ま
せ
た
」
仕
組
み
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
民
俗
学
研
究
・
調
査
に
お
い
て
、

具
体
的
な
実
態
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が

問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
桜
田
は
、
「
漁
民
と
神
幸
」
の
事
例
研
究
の
延
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
、
次
に
み
て
い
く
。

(
二
)
漁
業
民
俗
に
お
け
る
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
試
考

昭
和
二
十
年
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
桜
田
は
自
己
の
研
究
を
方
法
論
的

に
総
括
し
て
「
漁
村
民
俗
」
あ
る
い
は
「
漁
業
民
俗
」
と
標
榜
し
て
論
を
主
張

す
る
一
連
の
諸
論
文
を
ま
と
め
た
中
で
、
「
漁
民
と
神
幸
」
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
、

「
漁
業
の
あ
り
方
と
海
産
物
を
消
費
す
る
側
の
民
俗
と
の
関
係
」
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
水
産
物
消
費
の
習
慣
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
そ
れ
を
供
給
し
て
き
た
漁

業
者
側
の
生
産
と
は
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
支
持
し
合
っ
て
、
と
も
に

こ
の
両
者
を
発
展
さ
せ
、
今
日
の
状
態
を
招
来
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

(
中
略
)

陸
と
水
と
の
生
産
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
の
交
流
や
両
者
の
結
び
つ
き
方
の

中
で
、
ど
れ
だ
け
日
本
文
化
の
特
徴
を
は
じ
め
て
導
き
出
し
う
る
よ
う
な
、

無
数
の
個
別
な
生
活
体
験
を
つ
み
重
ね
て
き
た
か
、
は
か
り
知
れ
ぬ
も
の

を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
水
産
物
の
生
産
と
消
費
と
の
関
係

に
関
す
る
民
俗
の
追
究
か
ら
、
ど
れ
だ
け
そ
れ
を
捜
し
あ
て
る
こ
と
が
で

き
る
か
予
測
は
で
き
な
い
が
、
漁
業
民
俗
の
研
究
も
そ
れ
ら
を
望
見
し
て

進
め
た
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
」

「
水
産
物
消
費
の
習
慣
」
と
は
、
「
祝
い
ご
と
や
忌
晴
れ
の
精
進
あ
げ
な
ど
に
は

必
す
魚
を
儀
礼
と
し
て
も
食
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
習
慣
」
な
ど
、
祭
り
や
祝

い
事
な
ど
に
海
産
物
を
供
物
や
贈
答
品
と
し
て
用
い
た
り
、
浄
め
と
し
て
塩
や
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潮
を
用
い
る
民
俗
で
あ
る
。
こ
の
水
産
物
を
消
費
す
る
側
の
民
俗
と
、
漁
業
活

動
の
あ
り
方
・
発
展
は
、
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
「
日
本
文
化
の
特
徴
」

を
導
き
出
し
て
き
た
わ
け
で
あ
り
、
両
者
を
関
連
さ
せ
て
と
ら
え
る
分
野
が
追

求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
漁
業
生
産
と
水
産
物
を
消
費
す
る
側
の
民
俗
と
の

関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
。

「
そ
う
い
う
〔
水
産
物
消
費
の
習
慣
の
〕
中
で
も
今
日
最
も
広
く
行
な
わ

れ
て
い
る
の
は
、
正
月
に
東
国
で
は
鮭
を
祝
い
魚
と
し
て
用
い
、
西
国
で

は
鰤
を
正
月
魚
と
し
て
い
る
習
慣
で
あ
っ
て
、
塩
鮭
・
塩
鰤
が
歳
暮
の
贈

答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
量
は
莫
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
よ
う
に
正
月
に
鮭
・
鰤
・
数
の
子
・
昆
布
な
ど
の
水
産
物
を
ぜ
ひ

使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
広
く
行
な
わ
れ
る
習
慣
が
、
非
常
に
古
く
か
ら

そ
の
と
お
り
に
行
な
わ
れ
え
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
」

海
産
物
消
費
の
民
俗
の
中
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
例
、
今
日
最
も
広
く
全
国
的
で
均

一
的
に
行
わ
れ
て
い
る
、
正
月
魚
の
鮭
と
鰤
、
数
の
子
、
昆
布
な
ど
の
食
習
が
、

『
延
喜
式
』
の
神
饌
体
制
か
ら
今
日
ま
で
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
は
ず
が
な
い
。

「
正
月
に
数
の
子
を
食
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
し
き
た
り
の
こ
の
よ
う
な

〔
産
地
か
ら
遣
い
山
地
に
も
〕
普
及
は
、
北
海
道
の
ニ
シ
ン
漁
業
が
盛
ん

に
な
ら
ね
ば
起
り
得
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
月
魚
と
し

て
の
数
の
子
普
及
の
経
過
を
よ
く
知
ら
な
い
が
、
た
ぶ
ん
ニ
シ
ン
ノ
粕
が

魚
肥
と
し
て
広
く
各
地
に
用
い
ら
れ
た
沿
革
と
、
そ
う
は
か
け
は
な
れ
な

い
新
し
く
固
定
し
た
し
き
た
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」

正
月
の
数
の
子
の
食
習
の
形
成
は
、
北
海
道
の
ニ
シ
ン
漁
業
の
発
達
が
あ
っ
て

可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
普
及
は
明
治
以
降
、
あ
る
い
は
江
戸
中
期
以
降
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
、
正
月
の
数
の
子
の
食
習
は
「
新
し
く
固
定

し
た
し
き
た
り
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
正
月
魚
の
鰤
の
食
習
は

北
陸
の
鰤
定
置
網
漁
業
の
盛
況
と
不
可
分
の
関
係
で
で
き
あ
が
っ
た
と
い

え
る
。
ま
た
、
正
月
魚
の
普
及
が
漁
業
の
発
展
に
影
響
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
ハ
レ

の
魚
食
が
漁
業
の
あ
り
方
に
影
響
刺
激
を
与
え
て
き
た
而
も
あ
る
。

「
正
月
や
節
句
や
お
祭
の
日
に
は
あ
る
特
定
の
魚
種
の
祝
魚
を
食
べ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
す
る
習
慣
が
、
各
地
各
様
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
習
慣

が
大
き
く
固
定
す
る
に
は
そ
の
海
産
物
を
供
給
す
る
生
産
が
伴
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
江
戸
の
か
さ
ご
の
食
い
方
が
意
外

に
遠
い
三
陸
海
辺
の
か
さ
ご
漁
業
を
刺
激
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
延

喜
式
以
来
く
り
か
え
さ
れ
て
、
海
辺
と
内
陸
と
の
大
き
な
交
流
の
糸
口
に

な
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
」

テ
ン
ン
漁
業
や
鰤
定
置
網
業
の
発
達
が
数
の
子
や
鰤
な
ど
の
ハ
レ
の
魚
食
を
導

い
て
き
た
と
同
時
に
、
逆
に
、
正
月
魚
や
五
月
節
供
の
か
さ
ご
食
の
よ
う
な
ハ

レ
の
魚
食
(
「
際
物
的
な
需
要
」
)
が
地
域
漁
業
を
刺
激
し
発
達
さ
せ
た
の
で
あ

そ
し
て
、
「
晴
れ
の
日
に
魚
を
消
費
す
る
習
慣
が
、
漁
業
の
あ
り
方
、
水
産
業

の
あ
り
方
と
密
接
に
関
連
し
て
日
本
人
の
特
殊
な
魚
食
文
化
を
展
開
し
て

き
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
特
殊
な
魚
食
文
化
」
イ
コ
ー
ル
日
本
文
化
の
海

洋
的
性
格
は
、
漁
業
生
産
側
の
民
俗
と
海
産
物
消
費
側
の
民
俗
が
相
互
に
関
連

し
あ
っ
て
固
定
、
展
開
、
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
「
今
日
の
状
態
」
が
「
新
し
く
固
定
し
た
し
き

た
り
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
海
魚
に
縁
遠
い
山
地
の
村
々
に
お
い
て
は
も
と
は
こ

れ
に
代
わ
る
い
か
な
る
も
の
を
食
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
、
今
日
の
正
月

魚
の
全
国
均
一
化
以
前
の
形
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
て
い
く
方
向
が
提
起
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
少
し
で
も
古
い
形
を
遡
及
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

「
今
日
の
状
態
」
を
作
り
出
し
た
過
程
、
仕
組
み
、
プ
ロ
セ
ス
が
、
漁
業
生
産

六
三
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側
の
民
俗
と
海
産
物
消
費
側
の
民
俗
の
さ
ま
ざ
ま
な
結
び
つ
き
の
あ
り
方
か
ら

明
ら
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
三
)
小
括
~
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
の
提
示
~

「
漁
業
生
産
〔
供
給
〕
と
海
産
物
を
消
費
す
る
側
〔
需
要
〕
の
民
俗
と
の
関

係
」
と
は
、
渋
沢
敬
三
の
『
延
喜
式
』
研
究
の
論
文
題
目
の
「
式
内
水
産
物
需

給
試
考
」
を
ふ
ま
え
て
み
る
と
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
渋
沢
が
『
延
喜
式
』
に
み
ら
れ
る
神
饌
体
制
を
水
産
物
の
需
給
関
係
か
ら

と
ら
え
て
解
き
ほ
ど
い
て
い
っ
た
こ
と
を
、
桜
田
は
、
『
延
喜
式
』
で
は
な
く
漁

業
民
俗
の
中
で
試
考
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

桜
田
は
、
「
延
喜
式
の
〔
海
洋
的
要
素
か
ら
な
る
〕
神
饌
体
制
の
伝
統
を
、
今

日
の
海
で
働
く
人
の
中
に
全
体
的
に
求
め
る
」
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

問
い
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
問
い
の
延
長
線
上
に
、
「
漁
業
生
産
と

海
産
物
を
消
費
す
る
側
の
民
俗
と
の
関
係
」
つ
ま
り
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
と

い
う
課
題
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
桜
田
に
と
っ
て
、
漁
業
民
俗
研
究

に
お
い
て
海
洋
的
性
格
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
渋
沢
敬
三
の
『
延
喜
式
』
研
究

を
、
今
日
の
民
俗
調
査
に
お
い
て
い
か
に
受
け
と
め
、
民
俗
学
的
に
い
か
に
進

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
渋
沢
が
「
魚
名
は
、
人
と
魚
と
の
交
渉
の
結
果
成
立
し
た
社
会
的

所
産
」
と
い
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
と
は
、
〈
海
産

物
需
給
民
俗
〉
を
と
お
し
て
成
立
し
た
社
会
的
所
産
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

桜
田
勝
徳
論
に
つ
い
て
海
洋
的
性
格
を
軸
に
し
て
み
た
。
『
漁
人
』
の
序
文
で

述
べ
ら
れ
た
「
海
洋
性
と
称
す
べ
き
伝
統
」
の
提
起
を
、
桜
田
の
ア
チ
ッ
ク
で

の
研
究
と
、
そ
の
主
宰
者
渋
沢
敬
三
の
研
究
と
の
関
係
か
ら
と
ら
え
た
上
で
、

六
四

桜
田
の
海
洋
的
性
格
に
関
す
る
研
究
の
内
容
と
し
て
「
漁
民
と
神
幸
」
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
延
長
で
方
法
論
的
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
漁
業
生
産
と
海
産

物
を
消
費
す
る
側
の
民
俗
と
の
関
係
」
=
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
と
い
う
分
野

を
み
た
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
に
つ
い
て
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉

を
と
お
し
て
そ
の
形
成
の
過
程
、
仕
組
み
を
と
ら
え
て
い
く
方
向
を
み
た
。

〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
と
は
、
海
と
陸
と
の
交
流
関
係
で
あ
る
。
桜
田
は
、

漁
村
と
背
後
農
村
と
の
関
係
を
四
つ
に
分
類
し
て
、
①
「
農
産
物
若
し
く
は
漁

業
用
物
資
等
と
水
産
物
と
の
交
換
関
係
に
依
り
維
持
せ
ら
れ
お
る
も
の
」
、
②

「
労
力
の
需
給
関
係
に
依
り
維
持
せ
ら
れ
お
る
も
の
」
、
③
「
通
婚
等
の
縁
組
み

縁
故
関
係
に
依
る
も
の
」
、
④
「
汐
干
狩
、
潮
斎
、
塩
井
場
、
神
幸
、
神
送
り
等

の
信
仰
行
事
関
係
に
よ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
①
と
②
の
経
済
・

社
会
的
側
面
に
お
い
て
「
背
後
農
村
と
の
交
渉
」
で
交
易
関
係
を
述
べ
、
④
の

信
仰
的
側
面
に
お
い
て
「
漁
民
と
神
幸
」
で
漁
民
の
海
産
物
神
供
の
供
給
力
を

述
べ
た
こ
と
に
な
る
。
「
海
の
生
産
と
陸
の
生
産
を
大
き
く
む
す
び
つ
け
て
」
形

成
さ
れ
た
「
日
本
独
自
の
時
代
推
進
の
原
動
力
を
生
み
だ
す
一
つ
の
素
地
」
を

解
明
す
る
た
め
に
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
研
究
は
、
①
か
ら
④
の
全
体
の
な
か

で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本

稿
で
は
、
こ
の
四
分
類
に
即
し
て
い
え
ば
、
海
洋
的
性
格
の
形
成
と
い
う
問
題

を
④
を
主
軸
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
重
要
性
を
述
べ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
の
実
態
を
具
体
的
に
と
ら
え
て
い
く
た
め
に
、

桜
田
論
か
ら
導
か
れ
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
、
本
橋
の
結
び
と
す

ま
ず
第
一
に
、
本
稿
で
み
た
「
漁
民
と
神
幸
」
の
事
例
研
究
を
経
て
〈
海
産

物
需
給
民
俗
〉
の
方
法
論
的
課
題
を
提
示
し
た
桜
田
論
の
延
長
で
い
え
ば
、
次

の
段
階
は
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
の
視
点
を
も
っ
て
、
「
漁
民
と
神
幸
」
に
も

ど
り
、
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
二
十
三
事
例
に
つ
い
て
再
考
し
て
い
く
と
い

-215一



桜田勝徳と〈海産物需給民俗〉

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
私
は
、
こ
れ
を
「
海
産
物
神
饌
の
需
給
関
係
か
ら
み
た
日

本
文
化
の
海
洋
的
性
格
の
形
成
過
程
に
関
す
る
民
俗
誌
的
研
究
」
と
と
ら
え
て

い
る
。
第
二
に
、
「
漁
民
と
神
幸
」
で
提
起
さ
れ
な
が
ら
残
さ
れ
た
重
要
な
問
題
と

し
て
、
西
日
本
の
一
部
で
〕

一
般
に
賎
視
せ
ら
る
る
傾
向
に
あ
り
、
亦
自
ら

も
そ
の
様
に
卑
下
し
勝
ち
で
あ
る
漁
業
者
の
何
が
故
に
か
く
の
ご
と
き
事
情
に

至
り
や
の
問
題
」
が
あ
り
、
桜
田
は
こ
の
問
題
を
神
祭
と
漁
民
の
関
係
か
ら
考

え
て
お
き
た
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
関
連
し
て
、
『
漁
人
』
所
収
の
「
漁
業
を

享
け
継
い
で
来
た
人
達
」
で
は
、
海
に
背
を
向
け
た
生
活
や
一
部
の
漁
業
者
を

賎
視
す
る
慣
習
の
理
由
と
し
て
、
仏
教
の
影
響
や
鎖
国
政
策
な
ど
の
ほ
か
に
。

「
我
々
の
祖
先
が
海
を
畏
敬
し
、
漁
及
び
或
る
種
の
漁
獲
物
を
神
聖
視
し
た
あ

ま
り
に
、
漁
及
び
漁
獲
物
を
平
常
の
も
の
以
外
の
も
の
と
な
す
の
傾
向
す
ら
生

じ
、
一
做
人
を
し
て
か
く
の
ご
と
く
漁
及
び
海
に
疎
遠
な
ら
し
め
る
の
結
果
を

招
来
し
た
か
」
と
、
海
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
態
度
を
「
聖
な
る
海
の
信
仰
」

ゆ
え
と
と
ら
え
て
い
る
。
本
稿
の
最
初
で
も
述
べ
た
が
、
海
に
対
す
る
負
の
態

度
・
志
向
も
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
の
一
面
で
あ
り
、
正
の
態
度
・
志
向
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
海
に
背
を
向
け
、
一
部
に
は
漁
民
賎
視
と

い
う
、
海
に
対
す
る
負
の
志
向
性
を
、
ど
の
よ
う
に
「
漁
民
と
神
幸
」
の
延
長

線
上
に
位
置
づ
け
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
を
と
お
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
と
し
て
負
の
志

向
性
も
追
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
今
日
ハ
レ
の
魚
食
と
し
て
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
い
え
る
正
月

魚
と
し
て
鮭
、
数
の
子
、
昆
布
な
ど
の
普
及
し
た
経
過
、
形
成
過
程
に
対
す
る

研
究
1
「
ど
の
よ
う
な
組
織
と
行
動
に
よ
っ
て
捕
獲
し
、
輸
送
さ
れ
、
消
費
者

の
手
に
渡
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
食
べ
方
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

を
」
-
が
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
従
来
の
漁

村
調
査
の
問
題
に
関
連
し
て
く
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
〔
石
川
県
河
北
潟
に
面
す
る
北
灘
村
史
の
編
纂
を
思
い
立
っ
た
人
が
、
そ

こ
の
漁
師
は
〕
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
移
住
発
展
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
全
部
の
連
中
に
ま
ず
会
っ
て
み
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
と
発
願
し
て
、
三
年
が
か
り
で
・
:
そ
の
旅
行
を
な

し
、
〔
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
村
史
料
を
出
版
し
た
が
、
〕
漁
村
史
に
は
こ
う

い
う
手
続
き
の
必
要
な
純
漁
村
が
・
・
・
少
な
く
は
な
い
。
ま
た
近
年
釧

路
市
が
漁
業
発
達
史
を
完
成
さ
れ
た
が
、
…
釧
路
市
地
域
に
は
内
地
の

い
ろ
い
ろ
の
漁
村
か
ら
こ
こ
に
移
住
し
、
そ
の
人
た
ち
が
そ
こ
の
漁
業
発

達
の
に
な
い
手
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
人
た
ち
を
輩
出
し
た
母
村
に
お
け

る
調
査
に
大
へ
ん
努
力
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
新
し
い
努
力
の
試
み
が
大
き

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
延
喜
式
の
〔
海
洋
的
要
素
の
強
い
〕

神
饌
体
制
の
伝
統
を
、
今
日
の
海
で
働
く
人
の
中
に
全
体
的
に
求
め
る
こ

と
は
困
難
だ
と
思
う
」

正
月
の
魚
食
に
密
接
に
関
係
し
て
き
た
北
海
道
や
北
陸
に
お
け
る
、
近
代
の
、

漁
業
発
展
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
「
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
移
住
発
展
し
て
い
る
か
ら
、
そ

の
全
部
の
連
中
に
ま
ず
会
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
」
る
調
査
や
、
「
内
地
の
い

ろ
い
ろ
の
漁
村
か
ら
こ
こ
に
移
住
し
、
そ
の
人
た
ち
が
そ
こ
の
漁
業
発
達
の
に

な
い
手
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
人
た
ち
を
輩
出
し
た
母
村
に
お
け
る
調
査
」
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
従
来
の
よ
う
に
地
先
沿

岸
に
結
び
つ
い
た
漁
村
調
査
と
は
異
な
る
、
出
漁
者
と
移
住
者
に
視
点
を
お
い

た
漁
村
調
査
の
試
み
な
の
で
あ
る
。
「
延
喜
式
の
〔
海
洋
的
要
素
の
強
い
〕
神
饌

体
制
の
伝
統
〔
=
日
本
文
化
の
海
洋
的
性
格
〕
を
、
今
日
の
海
で
働
く
人
の
中

に
全
体
的
に
求
め
る
」
た
め
に
は
、
〈
海
産
物
需
給
民
俗
〉
研
究
に
対
し
て
、
「
出

漁
者
と
漁
業
移
住
」
の
よ
う
な
「
新
し
い
努
力
の
試
み
」
が
生
か
さ
れ
ね
ば
な

六
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ら
な
い
と
提
言
し
て
い
る
。

第
四
に
、
五
月
節
供
に
み
ら
れ
た
江
戸
の
か
さ
ご
食
形
成
と
地
域
(
三
陸
)

漁
業
の
関
係
に
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
海
洋
的
性
格
と
地
域
性
の
問

題
を
登
録
し
て
お
く
。
日
本
文
化
の
基
層
と
し
て
海
産
物
消
費
の
民
俗
は
広
く

み
ら
れ
る
な
か
で
、
地
域
的
な
差
異
が
存
す
る
。
た
と
え
ば
、
よ
く
と
り
あ
げ

ら
れ
る
例
だ
が
、
正
月
に
は
魚
が
欠
か
せ
な
い
と
さ
れ
る
な
か
で
、
正
月
魚
の

魚
種
が
東
日
本
で
は
鮭
、
西
日
本
で
は
鰤
と
い
う
よ
う
に
大
ま
か
に
分
か
れ
、

さ
ら
に
そ
の
な
か
に
地
域
的
差
異
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ノ
シ
と
し
て
魚
の
鰭

が
用
い
ら
れ
た
贈
答
慣
行
の
な
か
で
、
九
州
か
ら
山
陰
沿
岸
地
方
で
飛
魚
(
ア

ゴ
)
の
鰭
地
域
が
あ
る
。
こ
う
し
た
特
定
の
魚
へ
の
志
向
に
対
す
る
地
域
差
に

関
連
し
て
、
桜
田
は
、
海
幸
(
寄
り
魚
)
に
対
す
る
漁
民
の
態
度
に
つ
い
て
。

「
サ
ケ
ー
マ
ス
あ
る
い
は
ニ
シ
ン
な
ど
、
自
分
の
生
ま
れ
た
川
や
海
岸
に
産
卵

期
に
大
群
を
な
し
て
や
っ
て
く
る
魚
を
主
体
と
し
た
比
較
的
と
り
や
す
い
北
方

漁
業
」
、
「
サ
ン
ゴ
礁
の
中
に
分
散
し
て
い
る
種
類
の
多
い
魚
を
捕
」
つ
た
り
、
「
サ

ン
ゴ
礁
を
越
え
て
外
の
海
へ
出
る
と
カ
ツ
オ
ー
サ
ワ
ラ
ー
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
を
捕

る
」
南
の
漁
業
、
「
ブ
リ
ー
イ
ワ
シ
ー
ア
ジ
な
ど
を
主
と
す
る
中
間
地
帯
の
漁
業
」

で
は
、
寄
り
魚
へ
の
対
応
の
仕
方
が
異
な
り
、
そ
の
ち
が
い
は
「
村
々
の
共
同

体
の
構
造
仕
組
み
の
上
に
も
反
映
」
し
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
ハ
レ
の
特
定
魚
種
の
魚
食
習
慣
と
相
互
関
連
し
て
地
域
的
な
魚
食
文

化
形
成
に
も
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
と
き
、
海
洋
的
性
格
の
あ
ら
わ
れ
方
に

地
域
性
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
日
本
民
俗

文
化
の
な
か
の
〈
海
〉
と
い
う
大
き
な
流
れ
(
=
海
洋
的
性
格
)

の
、
さ
ら
に

そ
の
な
か
に
は
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
分
流
(
体
系
)
が
抽
出
さ
れ
る
も
の
と

考
え
る
。
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